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平成 27 年度 災害医療支援部活動報告 
【国内災害】 
1．被災病院への人的支援システム 
昨年度の災害医療支援部会にて、標記事項の構築を目指すことが決定された。これは地震等に
よる被災病院に対する技師の人的支援を漏れなく速やかに実行することを目的とするものであ
り、モデルケースとしてまず近畿ブロックでの構築を試みる予定であったが、残念ながらまった
く進んでいない。 その原因は本社・技師会を取り巻く状況の変化と、システム構築を目指すた
めの具体的方策の欠如といえる。これらのことについて、1 月 30 日に開催された近畿ブロック
施設代表者会議にて、災害医療支援部理事が事情説明を行った。 
2．日本赤十字社災害医療コーディネートチームへの日赤技師会の参加要請 
大規模災害時に日赤本社には災害医療コーディネートチーム（災害対策本部）が設置される。
1．の人的支援システムを実行するために、技師会がコーディネートチームに加わることが有用
という判断から、本社事業局 救護・福祉部 救護課に技師会参加の可能性について打診している
ところである。 
【原子力災害】 
1．平成 27 年度 第 1 回日本赤十字社原子力災害対応基礎研修会参加（2015.09.06） 
平成 27 年度 第 2 回日本赤十字社原子力災害対応基礎研修会参加（2015.11.06） 
研修会内容は前年度とほぼ同じ。来年度以降のブロック単位での開催を視野に入れ、災害医
療支部 
員以外の放射線対応支援要員が講師を担当した。また今年度から参加者には修了証が与えられ
た。 
2．第 1回日本赤十字社緊急被ばく医療アドバイザー会議出席（2015.07.22～23） 
第 2回日本赤十字社緊急被ばく医療アドバイザー会議出席（2015.12.03～04） 
緊急被ばく医療アドバイザーとは、原子力災害において放射線下での救援活動を安全かつ適
切に行うために被災地支部および本社災害対策本部に配置される、日赤の被ばく医療施設に所属
する医師と診療放射線技師。現在 12 施設から各 12 名の医師・技師が任命されている。医師は
放射線対応専門要員、技師は放射線対応支援要員と呼ばれる。 
（主な協議内容） 
1. 活動従事者の安全を確保するための運用 
2. 施設避難 
3. 国際的支援 
4. 被災地住民に対するスクリーニング支援 
5. 原子力災害における救護活動基準等の修正 
6. 平成 28 年度原子力災害対応基礎研修会の開催について 
【国際救援】 
特になし。 
【災害医療支援部会】 
3月5日(土)に神戸赤十字病院にて開催。 
出席者は磯田康範副会長、浅妻厚学術理事他、全災害医療支援部員が出席。今年度の反省と来
年度の活動方針が協議された。                           以上 
